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会会会会        議議議議        録録録録    
会 議 名 第２２回まちづくり委員会 

開催日時 平成２１年１１月６日（金） 午後７時００分～９時００分 

場  所 消防署小会議室 

出席人数 

出 席 者 

（敬称略） 

（委員）垣内勝司、根橋久子、三堀善業、牛丸喜美子、小澤一

智、 

倉田英勇、原美子、中谷一美、遠藤清文 

（町）宮原（修）、宮原（利）、殿内 

委 員 ９人 

町 ３人 欠 席 者 

（敬称略） 

（委員）降旗譽男、赤羽武栄、小林代治、山寺恭子、熊谷久司  

                           計 １２人 

会議次第 

1． 開 会  

2． 委員長あいさつ 

3． 協議事項 

 （１）協働のまちづくり手引き書の活用方法について 

4． その他 

5． 閉会 

資  料 （配布資料）第 21回会議録、広報 12月記事 

会議結果 

○手引き書作成の検討をしました。 

〇次回委員会  

平成２１年１２月 ９日（水） 午後７時００分〜 

発言者 発言の内容 

副委員長 開会 

委員長 

福祉部門から受賞をいただき、これも皆様からのご協力・ご援助の賜物ではないかと思い

ます。今後とも一生懸命頑張りますのでよろしくお願いいたします。活用方法について事 

務局にお願いし、文書にしていただきました。県や国も大きく変わってきており、先日民 

主党の話の中でまちづくりについて支援していくといった事もあり、直接我々の身近な所

におりてくるかは不明確ですが、今までの支援金のような形なのか、今後まちづくり政策 

課でも注視していただき、地域住民に具体的に明らかにしていただく必要があるかと思い

ます。できるだけ大勢の方に参加していただき支援金制度を使用すれば各地区での活動が

より活発になっていくと思います。 

先日１０月１５日に伊那市生涯学習センターで元気支援金の優良事例の表彰ということ

で、私もまちづくり政策課の皆さんと聞いてきました。まちづくり政策課は、役所の側と

して 

どのように受け止めたか、後ほど補佐にもご発言いただければと思います。その一つの例 

として、中川村のランナーズクラブという団体が活発で、支援金をいただきなお活発にな 

ったようです。支援金は継続的に出るわけではありませんので、大きくすればする程、そ 

の後が大変だということで、それが協働で皆でまちづくりをする形になっていくだろう 

と思います。その他たくさんの事例があり、これからのまちづくりの参考になると思いま 

した。また、支援金の使い方や内容について参考になる点が非常に多い気がします。本日 

は、いよいよ大詰めの地域に入ってという部分についての検討に入りたいと思います。 

 協議事項 
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委員長 
それでは、早速事務局でまとめていただいた資料に基づき、皆さんから内容について説明 

いただければと思います。 

Ａ委員 

１つ目は説明会の開催ということで、町とまちづくり委員会が合同で町民全体に対して一

度行うということです。協働のまちづくりのパンフレットについての説明会ということ

で、どなたでも参加 OK で NPO やボランティア団体に通知を出して、パソコンなどに協働事

例を入れプロジェクターで映し出し説明する形でできればと思います。会場は町民会館の 

大広間程度の大きさで、興味を持った方に説明するという事です。 

２つ目は、まちづくり委員の方それぞれが、自分の関係している会にパンフレットを持っ 

ていき説明するような方法がとれればと思います。パンフレットだけでは、小さいので拡 

大したパネルのような物を持っていき説明していただくという２つの方法を考えました。 

委員長 

パンフレットの説明会をという事と、もう一つはまちづくり委員それぞれ団体の代表であ

て職の方もおりますので、自分の団体は自分で主体的にという事でパンフレットの説明を

するということですね。会場について全体で行う場合は、町民会館の大広間が理想的では 

ないかということで、地区で行う場合はそれぞれの会合の場所で行うということですね。 

Ｂ委員 

基本的には、最初から大きい事を行っても潰れてしまうので、小さい集会の積み重ねで各 

団体で広めていければと思います。また、区長会をまきこみ集会は各区で開催するように 

すればと思います。また、協働推進セミナーを開催する、この３つが基本的な考え方で、

各集会は要請があった時にいつでもどこでも町職員が中心になって協働の出前トークを行

った方が良いと思います。町長が言っているようにこれから職員が勉強していろんな地域

にでていくという一つの考えの中で、要請があったら出て行くという事です。また、１年

～２年に１回町民全体に協働推進セミナーを行い関心を高めていく必要があると思いま

す。毎年では無くても良いが、忘れないような形の中でまた、セミナーの中でいい物は事

例発表して、皆で関心を高めればと思います。講演会などを設けて行えればと思います。 

会場は推進セミナーは町民会館で良いと思います。その他として人の集まる場所に協働の

パンフレットを置いて見てもらう。各区のコミュセンなどへの掲示を行えればと思いま 

す。 

委員長 
それぞれの所属団体で、うまく活用していければということですね。また、区長でなく区 

長会ということですが？ 

Ｂ委員 
区長会で話をして、区長のリーダー的な人が区長に中心になって進めるように話をしてい

ただければと思います。 

委員長 協働の推進セミナーについてのお考えがあればお聞かせください。 

Ｂ委員 

各市町村で協働のまちづくりに関心を持って行っていると思いますが、そういったところ

のお話を聞いて県に相談して、良くやっている方を呼んでお話を聞いたりすれば良いと思

います。 

委員長 
人の集まる場所に発信の場として置いて見てもらうという事ですが、先日ふれあい広場の

会場の一角に置いてありましたが、部数は減っていましたか。 
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事務局 すべて無くなっており、皆さん持ち帰っていただいたようです。 

Ｃ委員 

各区長さんにお願いをして、協働のまちづくり講座という形で行えればと思います。その 

中で必要になれば各種団体に声をかけて開催できればと思います。集まった方の層によっ

て、具体的な例をあげ、他市町村の例などでも良いので、すでに実施している行政に話を 

聞きながら行えればと思います。 

手引書の説明について、大枠を決めてバラつきの無いように、誰が行っても同じ説明がで 

きるように統一するべきだと思います。 

委員長 

先程Ａ委員からもプロジェクターを使うと話がありましたが、そこまでしないとどうして

も三者三様といった形になってしまうので、そこまで煮詰める必要があると思います。 

ポイントをずらさないように説明する必要がありますね。問題は誰がどのように行うかと

いう部分ですね。最後にご記入いただいておりますが、３月までにできるかということ 

で、そこが一番の問題ですね。 

委員長 続いてＧ委員本日ご欠席ですが、これについて事務局いかがですか。 

事務局 

Ｇ委員より、皆様宛に活用の書類を送付する前にお話をいただきまして、委員会として 

どこまでできるかという部分がありますが、町全体でフォーラムなど考える中で、松本大 

学の講師の方がおられるのでご紹介いただきました。 

委員長 

新聞で見る限り各地域に要請され行っている方ですし、現在も松本大学で地域づくりを行

っているようです。講師のご紹介をいただいたので後ほど細かい内容についてご覧いただ

ければと思います。 

Ｄ委員 

私の考え方は、手引書は全戸配布されているので、これについての説明会というより、委 

員会として協働のまちづくりを進める為に何をすれば良いかを考えていくべきではないか

という意見です。具体的には先進地の視察など全員で勉強したらどうかということが一つ

で、今までどちらかというと各団体等は協働のまちづくりを理解し協力しているので、そ 

れ以外の一般の方がどのように参加していただけるのかだと思います。各地区で開催され

ている町政懇談会や町長の説明は、どちらかというと町長の成果報告会という事が多く 

て、後は各区内の要望などを重視しているので、丁度これから予算の時期に入るので町長 

として、こういった行事や事業は協働で行ってほしいといった方向を示していただき、そ 

の中で懇談会のような形で進めていければと思います。 

委員長 
先進地の視察については、行ってお聞きするといった形ですか。事業を行っても書類が残 

っているだけで、何も残っていないので、直接行ってお話しを聞くということですか。 

Ｄ委員 そうですね。 

委員長 
町長の方針をということですが、現在の町政懇談会は役についた方が主体的に行ってお

り、一般の方が中々いかないようなケースがありますが、その町政懇談会でよろしいです

Ｄ委員 そうですね。 

委員長 

パンフレットその物の説明会は必要なく、もう一歩進めた形で、協働のまちづくりについ 

ての研究、提言等を行えばとのことです。その中で先進地の視察は、我々委員が行くとい 

うことですか。 
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Ｄ委員 結局委員中心となりますが、一般からも募集すればと思います。 

委員長 

私は、シンポジウムと協働の事例発表と表彰などができればと思います。認める物があれ 

ばと思います。県なり大学の関連の講師を選んだらと思います。パネリストは地元で活躍 

している方に参加していただき２時間程度で行えばと思います。支援金制度があるのであ

る程度活用するべきで、手引き書についても最後に付け加えて発表すればと思います。 

難しい点は日程的な問題や、コーディネーターも早目にお願いしないといけないことで 

す。事例の発表だと辰野町が基本となるので、逆に先進地で近隣のお話も聞ければと思い 

ます。参加者が多いから成功したとか、少ないから失敗したとかでは無く、まずはできる 

ところから進めていく必要があると思います。今までの委員会で話があったように、各区 

で進めていただくことも大切だと思います。 

委員長 補佐の方から先日の表彰式でお気づきになった点等あれば発言をお願いします。 

事務局 

支援金の関係で県より表彰をうけた団体からの発表がありました。団体がいくつかあった

ので、多少時間が押した部分がありました。参加者については、各団体に呼びかけていた 

ようです。説明についても大分整理されていたので、良い発表会でした。 

委員長 

ちなみに中川村での支援金は、267万いただいたようです。事業費は497万ということで、

全部は出ていないようです。事業を行う心構えとして地域の方たちがおもてなしの心を重

視したといっていました。参加者に対してありがとうございましたという気持ちで対応し

たようです。参加者からのアンケートの中で、非常に心のこもった地域性のあるおもてな 

しを受けたとの評価を受けたようです。 

委員長 

大きく分けて、説明会など行うかどうかをまず決めたいと思います。いらないということ 

であれば、それまでですが皆さんの提案の中でも各所属団体を中心にやっていただくとい

う事からスタートすればいかがですか。前回事務局から説明いただきましたが、区長会に 

て話をしたとおり政策課で説明いただくような形でいかがですかね。 

事務局 区長会で課長から話をしてから、説明会に来てほしいとの話は今のところありません。 

委員長 何もしないのも進める方法かもわかりませんが、何かありますか。 

Ｂ委員 スライドで協働のまちづくりのストーリーを示すようなものはありませんか。 

委員長 スライドは無いようです。 

Ｂ委員 
一つのストーリーで見ていただいて、考えていただき楽しんでいただければいいんですが

ね。 

委員長 やるとすればパワーポイントで行うかですね。 

Ｂ委員 ストーリーがあって協働を実践して、達成したようなものができればいいんですがね。 

委員長 

先日のフォーラムで協働のまちづくりという言葉が出ませんでした。時代が変わってきた

感もありますし、見るポイントが変わってきた気がします。 

中川の方は相当前向きに考え地域の方達を巻き込んでいますが、協働のまちづくりといっ

た考え方では無い部分もあります。事務局では、どのような感想を持ちましたか。 

事務局 
確かに協働という言葉はでませんでしたね。今回のフォーラムはあくまで、支援金の関係 

で、事例紹介という形でした。 
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委員長 

基本は実行委員会で行い、地域の人たち皆が協力しているので全体的には協働のまちづく

りなのですが、それに対して言葉として出てきませんでした。協働が始まった頃と比べて 

若干変わってきた気がします。中身的には協働なのですが・・・ 

県でも資料など無いというのはそういった意味なのかと感じます。 

委員長 パワーポイントを作るにしても相当な労力が必要になってきます。 

Ｂ委員 無ければ難しいですね。我々の期間内にはできませんね。 

委員長 

できることをできるだけやるという考え方でないと、これでこの委員会を閉じる分けにも

いかないので、各団体や地区でこれを使えればと思います。 

事務局の方でパワーポイントなどがあるか確かめてもらえますか。協働だけでなくても支

援金などでも良いので。まちづくりや地域づくりという部分が残っていれば良いので調べ

ていただくようお願いします。各団体でパンフレットだけ説明するよりもスライドなりパ

ワーポイントなどで説明できれば、関心も高まると思います。 

事務局 

前回出前講座がどうかと話がありまして担当でも県に問い合わせたりしましたが、今言わ

れているような部分は見あたりませんでした。先程委員長が言われた支援金の関係も支援

金を受けた中での事例発表という形で行っているのでそういった物は少ないと思います。 

先程Ｄ委員さんが言われたように、まちづくり委員会の中でどういった形で今後進めてい

くかという部分で、今出てきているシンポジウムや説明会をやるのかどうかということが

一つと、やらない場合に他に何をやるのかを考えて決めていただかないと、ここ数回の 

委員会では、皆様のご意見は聞いているがその集約をして来年３月までに何をするか決め

ていただいた方が良いと思います。資料など調べることは事務局で行いますが、そこら辺 

のご協議をお願いしたいと思います。 

委員長 今のお話のとおりスライドや出前講座は無いということですが、いかがですか。 

Ｂ委員 

できるところからやるということであれば各団体のＰＲを行うとすれば、委員長が言った

シンポジウムをまず１回開催してみるくらいですね。 

区に持ち帰っても・・・  

委員長 

区 来年 月 終 、 年間行事厳 中 日程 設定

事 可能 思 、途中 難 思 。区会 常会長会  

周知 思 。 

、 説明会 決 。 

Ｂ委員 
今日やるかやらないか、白か黒かはっきり決めてしまわないと前に進んでいかないと思い

ます。 

Ｄ委員 

手引書の説明会は、必要ないと思います。協働にこだわらなくても良いので、町や県の支 

援金の制度の説明会をすることによって皆に感心を持ってもらう事が一つと、ある意味で

来年は協働を進めるチャンスだと思います。御柱を一つの協働という形で持って行くのも

良いかなと思います。皆が楽しめるお祭りという形で持って行けば成功する気もします。 
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副委員長 

保存版の説明会は必要ないと思います。説明しなくても良い内容で作成したと思いますの

で必要ないと思います。御柱にという話ですが、元々協働が出来上がっている行事だと思 

います。そこで何かをするという事は難しいと思います。 

Ｅ委員 

宗教的な違いで参加出来ない方もいます。そうした場合に皆が集まってまちづくりという

部分が難しいと思います。やることそのものは、昔からやっているまちづくり、地域づく 

りだと思いますが・・・  

委員長 内容的には典型的な協働だと思います。 

副委員長 
どんなイベントにしても全住民が参加する事は難しいので、出られる人、協力する人、楽 

しむ人がいて十分協働になると思います。 

委員長 

色々意見をいただきましたが、各区は御柱を抱えていて、区の方に委員会としてお願いす 

る事は難しいと思います。解りやすいﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄを作成したので、これを活用する為にできる

こととすれば、各団体の責任者や代表の方が多いのでその中で活用していただくというこ

とで第１段階はよろしいですかね。但しその場合に委員さんが主体的に動いたいただく事

が当然だと思いますが、協働は行政が入ってきますので、まちづくり政策課から担当職員 

が出てまた資料を持っていただいて説明をしていただくようお願いします。その時には是

非支援金制度があるからには使うべきだと思います。各団体きっかけになるお金が欲しい

と思いますので、県、町の支援金を説明していただきたいと思います。広報やＨＰを活用 

して行政の持っている情報を明らかにすることが必要だと思います。支援金制度があれば

明らかにしていただいて少しでも上手く活用できるようにしていただきたいと思います。

以前宮田村での件数を申し上げましたが、町内ごと１件ずつ位活用していました。１回で 

終われば価値はありませんが、その後どうなったか知りたいところです。 

委員長 行政も資料と職員が行って話をしていただければと思います。 

Ｂ委員 

先程言ったように昨年御柱がある事を頭において、区からは要請があった所へは行き、要 

請が無いところには、無理してやりなさいと言えません。あくまで要請があった場合に、 

我々と行政が一緒に行えればと思います。それで３月までに１回シンポジウムを行えばと

思います。講演や事例発表で形にすればと思います。 

委員長 一番良いのは、何かセレモニーというか事業を行えば、終わりになると思います。 

Ｂ委員 とりあえず我々の任務とするとそこまで行えば良いと思います。 

委員長 
我々がずっと委員という事ではありませんので、限られた時間の範囲内でどういった方向

か方向付ければ良いと思います。 

Ｂ委員 人 変 色々 意見 出 思 。 

委員長 
まちづくり委員会は来年の３月３１日までですが、その後の考えは町としていかがです

か。まちづくり委員会は残さなければいけないなど、いかがですか。 

事務局 

前回のまちづくり委員会の後に、今後の方向ということで、手引書、評価の話が出ている 

ので、３月３１日の任期が終わった後まちづくり委員会として、やる事があればその旨の 

中で、開いていく事となりますが、今の部分の中では、具体的にはでてきていません。 

委員長 この委員会しだいと言う事ですか。 
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事務局 

３月３１日の任期の中で、今までやってきた事を答申していかなければいけないので、一 

つは手引書を作成したという事と手引書の活用方法については、置いたり各種団体を使っ

ていく方向という事、シンポジウム等を行えば広めるために行ったと答申していく事にな

ります。今後まちづくり委員会として進めていく内容等があればそれを基に今後進めてい

く事となります。現在では、はっきりしておりません。 

委員長 

委員会しだいのようです。評価の部分は発表会で皆に認めていただければ評価だと思うの

で委員会として良否の判断はできませんので、良い部分を認める評価ならできるので、シ 

ンポジウムや推進セミナー等ありますので、事例発表を行えれば評価になると思います。 

Ｅ委員 
パンフレットは全戸配布されたんですよね。その事でまちづくり政策課にどなたかから声

は、届いておりますか。 

事務局 今 。 

委員長 区長会 。 質問 議員 。 

Ｅ委員 
何 良 連絡 来 、 、良 出来 問 合  

来 。 

Ｃ委員 
区長 、多分来 思 。次行 事 考 思 月  

、来 。 

委員長 
区長 無 、推進 事例発表 総括 行

、 良 気 場 必要 思 。 

Ｅ委員 他市町村 物 作成 。 

事務局 指針 物 前 作成 、手引書 。 

委員長 
検索 指針 内容 物 、写真付 作成

形式 見 。 

委員長 県 協働関係部署 送 。 

事務局 送 。県 以前 窓口 現在   

委員長 
送 下 。 事 外 何 来 。 、ＨＰ 

公表 、外 事 大切 。 

Ｆ委員 

為 説明 不要 思 。先程委員長 言 、協働  

頭 無 言 通 思 。長野県 先

小布施 思 。小布施 先 考

出 。 皆 。 事 聴  

思 。 

委員長 
協働 言 、頑張 団体 沢山 、中川 団体  

協働 地域 仲間 活動 。 

Ｆ委員 小布施 歴史 地域 特徴 生 、 長 。 

委員長 小布施 県 出向職員 早 取 入 観光 取 入 。 

Ｂ委員 

方 、後 検討 、 部分、整理  

思 。先程 話 中 、区 要請 出向 、最終的 月 

度 行 。 
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委員長 

。 第 、 団体 使用  

話 思 。次 、第 前回 引 継 事項  

評価 部分 入 為 、推進 、 、事例発表 、先進 

地 視察 方法 、 事 方向付

。 

Ａ委員 
手引書 活用 、 事 必要 思 、 中 手引書  

説明 少 入 方 良 思 。 

委員長 

委員会 出 、 委員 経過 参加

者 配布 中 発表 思 。一 事例 、写真 載

、 説明 思 。 時間

割 振 、決 、 中 委員会 誰 出 、

説明 委員会 作成 解 思 、広

思 。 、委員 皆 、各種団体 帰 場合 持

帰 、説明 良 思 。 

Ｄ委員 

手引書 協働 活性化 進 為 思 。 一生懸命説

明 、活性化 参考 下 程度 良 思 。 一 

生懸命説明 読 、 手 挙 人 意味 無

思 。 、協働 良 活性化 為 行事  

事 引 出 焦点 絞 思 。 

Ｅ委員 
何 活動 気持 結 良 思 。手引書 説明 必要 思

。 

委員長 話 過程 中 発表 思 。 

Ｂ委員 

今委員長 言 、一 経過報告 中 発表 事 。 重点 

、何 時 参考 思 。 協働 引 出  

思 。 

委員長 

小布施 町長 副町長、観光課長 良 、中川村 方 良 

、県内 県外 沢山事例 思 、 方 核 後 

地域 事例 出 思 。 

Ａ委員 
協働 支援金事業 町 規程 。 、 政策課 聞 

教 。 

事務局 

ＨＰ 出 、 委員会 中 以前 一度担当 説明 来 。県 支 

援金 町 支援金 説明 、長時間 説明 、先程 

話 中 支援金 活用 地域 進 事 住民 皆 知

事 、 委員会 方向 皆 、  

辺 思 。 

委員長 委員会 発表 困 、本来 区長 。 
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事務局 

委員 何 話 、 区 事 、  

委員会 行 、次何 。 委員 

会 月 任期 中 、 事 話 、  

何 行 地域 事例発表 方向付 、前

回 話 出 検討 思 。 

Ｄ委員 

丁度支援金 話 、支援金活用 名前 是非開

欲 委員会 町 方 提案 、 。 内容 今意見  

出 、先進 人 講師 呼 下 注文 程度方向付

、 形 。 

委員長 委員会 言 問題 。 

Ｂ委員 委員会 筋書 作 。 

委員長 提言 良 。 

Ｂ委員 
基 、 別 世界 。 中 、 委員会 、経 

過報告程度 思 。 

委員長 

中 少 良 思 。名前 推進 事例発表会

良 、先進地 事例 一 見 、町内 発表  

良 。支援金 頭 別問題 、我々 支援金 決  

分 無 応 必要 。 。 下  

事 。 

事務局 

今 町 色々企画 事 対 魅力 無 意見 、住民 意見 聴

言 事 始 。町 企画 実行 今

何 変 。 

委員長 今決 。 

事務局 

客 来 事 何 、 委員会 何

物 来 思 。町 全 膳立 来 下 今

何 変 少 考 方 良 思 。 

委員長 
例 小布施 町長 呼 下 言 委員会 決 言

事 。 

事務局 
呼 、今 変 、 委員会 色  

思 。 

委員長 提言 。 

事務局 魅力 。 

委員長 魅力 、無 人 成功 人 不成功 思 。 
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事務局 

まちづくり委員会としての形をつくって提言を上げばよいと思いますが、委員長が言われ

たように、やってくれるのかい？といった形では、まちづくり委員会が設置された意味か 

らすると今まで行政が進めてきた事を、住民の皆さんと一緒にまちづくりを考える事だと

思いますので・・・それが、指針や手引書だと思います。後期基本計画については、まち 

づくり委員が諮問機関として携わった経過があります。後期基本計画の評価などは、難し 

いと今まで話がされ、その中で講演会や説明会で良いと話しが出て、今度は、委員会がや 

るべき事では無いから提言すれば良いといった話になり、今までまちづくり委員会として

検討してきた部分から考えると少し違うと思います。まちづくり委員会の考えや意見の中

で実行することであって、役場で行うのであれば今までと変わらないと思います。 

委員長 

そうでなくて企画の部分は、今まで出ていて、ただしいつやるかとか講師をどうするかと 

いうのは、お金の問題などあるので、我々が講師を指定して呼べるわけではないので呼ん 

でもらえますかという意見です。 

Ｂ委員 
今ここで討議した結果、大体やる方向で決まりました。方法については、小布施や中川の 

方達の話を聴く事もいいと決まったら、交渉などやっていただけるかと聞いただけです。 

事務局 それは、こちらでやります。 

Ｂ委員 
答申については、文章でまちづくり委員会としての考え方を纏めてお開きにするというこ

とで良いと思います。 

委員長 

ひきずる部分は答申として出さなければと思います。できない部分は答申として必要であ

れば出していきます。ただし、当面はこのままだまっていても進まないのでなるべく早く 

あたっていただかなければ進みません。それをしていただけませんかと言ったら、行政と 

してやれば・・・内容すべてではないのでどうだという事です。 

Ｂ委員 
今から準備しても２月くらいしかできないので、先生の都合もあるので今から準備しなけ

ればいけないと私は思います。 

事務局 
まちづくり委員会の中で２月に開催するので、この人を呼んでくださいという話でしたら

当然やります。先程の話はそういう風な話ではなかったように聞こえたので。 

Ｂ委員 そちらの負担が増えたなぁというように聞こえましたか。 

事務局 
そういう事ではなくて、今中谷委員が言ったように２月に開催し、講師を呼び地元のパネ 

リストの方たちをお願いするといった事であればその方向で良いと思います。 

Ｂ委員 企画というか、内容そのものについては、この委員会で決めなければと思います。 

委員長 
講演なり、中心になってコーディネーターという事は簡単では無いので、講師の先生の予 

定も半年程先まで埋まっている可能性もあります。 

Ｂ委員 内容そのものは後で良いのでまずやるかやらないか決めなければと思います。 

委員長 
この先生も新聞にも多く載っていますし、大学の講義もあると思いますので、２月の空い 

ている日を聴いて受けていただけるかということですね。 

委員長 それでは、福島先生をお願いするという事でいかがですかね。 

Ａ委員 主催はどことしてやりますか。 



 11 

委員長 協働でやります。お金が出るのは町ですかね。 

Ａ委員 
この委員会が存在をするならでわのシンポジウムになればと思いますが、個別の事例があ

れば今までと違うという事で良いですかね。 

委員長 
講師 忙 聴 、 先日 中川 方 話 聴

必要 思 。 

Ｂ委員 苦労話 聞 必要 。 

委員長 事務局 先生 聴 。 

事務局 講演 願 。 

委員長 

基調講演 。基調講演 講

話 解 基 、話

思 。 

事務局 「協働 」 。 

委員長 
協働 事例 良 。町内 事例 、支援金 事例 思  

。 、後 決 聴 下 。 

事務局 
願 当 、何 事 説明 思

。 

委員長 
協働 基調講演 願 事

。 

事務局 
先生 元気 地域 、 協働 含

中 講演 願 事 良 。 

委員長 
願 、事例発表 願 思

。 

Ａ委員 講演 違 思 。 

委員長 違 。 

Ａ委員 講演 先生 願 、 別 方 探 良 思 。 

委員長 

講演 方 、 方 良 思 。講演 関連 中 行 講 

演 中 事例 入 思 。内容 、 回 決 無  

詰 思 。 

事務局 日 空 確認 取 。講演時間 位 。 

委員長 、 決 良 思 。 

事務局 平日 昼 夜、休日 昼 夜 、 。 

委員長 空 聴 下 。多分空 日 少 思 。 

Ｂ委員 無理 、苦労話 聞 良 思 。 

委員長 良 思 。 評価 部分 入 。 

事務局 
例 講演 分 、 後 発表団体

願 感覚 。 

委員長 〜 。 位 。 

事務局 時間 。 
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委員長 

良 思 。実際 方 、一番盛 上 解 思 

。基本的 協働 話 、辰野町 各箇所 行  

元気 協働事例 発表 、 程 事例 紹介 思  

。 中 相談 良 思 。 

Ｄ委員 

開催 、時間 変 思 。例 、休日 午後 平 

日 午後 時間 限 、 辺 方針 出 時間 決

思 。 

委員長 空 日 聴 下 。日 先 決 難 思 。 

Ｄ委員 

平日 夜 休日 昼 思 、今委員長 通 先生 日程

取 難 思 。夜 融通 利 辺 決

交渉 思 。 

事務局 

聴 聴 、 月 空 日 思 、平日 夜 土日 

昼間 願 決 、本人 話 時 良

思 。講演時間 分 発表団体 団体

含 願 思 。 

Ｂ委員 県 発表 何時 始 。 

委員長 ： 。 

副委員長 月 寒 凍 土日 午後 方 良 思 。 

事務局 休日 昼間 第一候補 。 

委員長 出 人 夜 方 出 思 。 

Ｂ委員 層 昼、夜 思 。 

委員長 確 遅 寒 。 

Ｂ委員 
講演会 長時間 、 時間 分位 盛 上 終了

形 良 思 。先日 県 発表会 。 

委員長 表彰式含 時間位 。 時間程度 。 

事務局 
土日 昼間、平日 夜 第 希望 。 、場所 階 大会議室 良 

。 

Ｄ委員 土日 昼間第 希望 、平日 夜第 希望 良 思 。 

Ａ委員 
先程話 、 委員会 係 事 委員長 、  

分 分 良 、手引書 説明 思 。 

委員長 。 

Ａ委員 

無 今 一緒 、講演 意見発表 今 変

、 委員会 係 大切 思 、是非 願  

。 
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委員長 

最後 内容 詰 、 自分 発表 事 出

、 中 委員会 係 事 当然

思 。細部 、 主催 話 次回決 思 。 

空 空 一番 思 、内容 手

続 思 。時間 分 話 思

。 

結果 、開催通知 記載 願 。 

事務局 解 。 

委員長 

先程 話 企画 部分 委員会 事 、 方 考

思 。 人 候補 思 願

。 

委員長 次回 、 月 日（水）午後 時 願 。 

副委員長 閉会 

 


